
 
 
 
 

「審議まとめ」から 

 
　　 

ＡＩ時代に人間が知識をもつ意義 
 

AI がどのような質問にも応じたり、大量の情報を効率的に整理・分析したり、問題の解 
決策も提案できるようになっていることから、知識を習得する重要性が下がってきたとの指 
摘や、児童生徒が知識の重要性を実感しにくいのではないかとの指摘も出てきている。 
このため、「深い学び」の実現について具体的に考えていくに当たり、AI 時代に人間が知 
識をもつ意義を改めて整理しておく必要がある。 
 

◆　第１に、AI がどれだけ効率的に情報を整理・分析してくれたとしても、 
AI を駆動させるための指示や問いは人間が出す必要がある。それらは 
当該分野における一定の知識なしには生み出すことができない。いわゆ 
る「壁打ち」（注①）にしても、AI が出力したアイデアを人間が理解でき 
なければ機能しない。　 

注①……AI に質問や考え等を投げかけ、返ってきた反応を基に思考を深めること。 
 

◆　第２に、AI が処理した大量の情報の正誤や妥当性を見極めるためには、 
当該分野における一定の知識の基盤が必要である。そして AI が出力した 
提案を参考にしつつも、責任をもって判断し意思決定するのは人間こそ 
が果たすべき役割であり、そのためにも社会的適合性や倫理面も含む豊かな知識が必要である。 

 
◆　第３に、メディアや報道が AI のアルゴリズムの影響を受けつつあり、社会の分断の危険性も指摘さ

れる中、自らの人生を舵（かじ）取りするとともに、社会の創り手としての責任を果たすためには、AI
の基本的な仕組みや人間の認知に与える影響、メディアリテラシーを含む知識の基盤が重要となる。 

 
◆　第４に、こうした知識なしには人間は責任をもって AI を制御したり、管理したり、発展させること

ができなくなってしまう。もとより、先人が営々と積み重ねてきた「知の体系」を発達段階を踏まえ
て次世代に継承し、更なる発展を期することは学校教育の不易である。 

 
◆　こうしたことを踏まえれば、AI の発展により、知識そのものの価値が下がったというのは適当では

なく、意味理解を伴わない丸暗記や、定型的な知識の当てはめ、知識の量だけを過度に競うような評
価の在り方等の価値が一層低下したと捉えるべきである。 

 
◆　むしろ、知識を意味理解や外化を伴う形で効果的に身に付け、知識と知識をつなげて頭の中で構造

化したり、共通点や原理・原則を見いだして一般化したりする過程で好奇心や問題意識を育み、社会
や世界を解像度高く理解し、様々な現実の課題の解決に資する形に磨き上げていくこと、すなわち
「確かな知識」として習得し、思考・判断・表現等に活用したり探究的な学びにつなげたりしていく
ことはこれまで以上に必要になる。換言すれば、「確かな知識」とは、こうした過程による認知的な努
力を通じて身体化（記号接地）された知識でもある。 

 
◆　いずれの教科等においても、児童・生徒が学習の過程を通して個別の知識を学びながら、それらが

思考・判断・表現の過程で既得の知識と関連付けられ、各教科等で扱う主要な概念を深く理解し、他
の学習や生活の場面でも活用できるような「確かな知識」として習得されることが重要である。
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